まごうことなき「本物」の研究者
　米国ロックフェラー大学のロデリック・マッキノン教授（Prof. Roderick MacKinnon）は細胞膜のイオンチャネルの構造と機能の研究により2003年度ノーベル化学賞を受賞しました。マッキノン教授は最初医学者として出発しながら、本当に大切なのは基礎科学であると認識し、神経生理学、特に神経活動のもとであるイオンチャネルの研究を始めました。教授はチャネルの機能を根源から理解するにはその構造がわからなければならないと考えました。優れた業績で既に教授となっていたにもかかわらず、ゼロからＸ線結晶構造学を学び、誰にも解けなかったイオンチャネルの構造を次々と解明していきました。普通、困難なタンパク質分子の結晶構造解析を試みる場合、タンパク質を精錬する人・タンパク質の活性を測る人・結晶を作る人・できた結晶の構造解析を行う人、と分業せざるを得ないのですが、マッキノン教授はこれら全てを一人の人が、タンパク質分子に対する愛を込めて、全身全霊を傾けて取り組むべきだとし、その通りやり遂げたのです。

　本学ＣＯＥ物理では、マッキノン教授の業績と研究の進め方に覚える感銘を、特に若い研究者、できれば日本中の研究者に分かち合ってもらいたいと考え、招聘を企画しました。この招聘を通して、マッキノン教授のものの見方・考え方・何より行動の仕方について、文字通り肌に触れて感じ取って貰いたいのです。できる限り多くの日本の将来を担う若い研究者に、まごうことなき「本物」に触れてもらいたいのです。
　マッキノン夫人（Dr. Alice MacKinnon）は、生化学者としてマッキノン教授の研究の重要な共同研究者であるばかりでなく、ラボ・マネージャーとして教授の研究室の運営を担っており、公私ともに文字通りのパートナーです。マッキノン教授がいかに偉大とはいえ、夫人無しにこれだけの成果が出るはずもありません。夫人には生化学の側面について教えを請うとともに、パートナーシップのあり方（かなうことなら「私」の面も含めて）を中心に若い人たちに助言を頂きたいと考えております。
参考ＵＲＬ

ノーベル賞　　　　　http://nobelprize.org/chemistry/laureates/2003/index.html
マッキノン研究室　　http://www.rockefeller.edu/labheads/mackinnon/mackinn-lab.php
マッキノン教授の紹介と研究内容　　Nature 418:268-269 (2002)

研究に対する姿勢　　　　　　　　　Nature 416:261-262 (2002)
Natureの短い記事にはマッキノン教授のイオンチャネル研究に対する情熱が溢れんばかりに示されています。
早稲田21ＣＯＥワークショップ（第2回ＣＯＥノーベル・レクチャー）
『Ion selectivity and gating of K+ channel』

講師：　ロデリック・マッキノン教授（米国ロックフェラー大）　2003年ノーベル科学賞受賞

日時： 
2006年4月１日（土）13:30-17:30

会場： 
早稲田大学国際会議場 井深大ホール

対象： 
学生・研究者
プログラム：
(1)公開講演会　MacKinnon Talks
時間　13:30-16:00
演題　Ion selectivity and gating of K+ channels
(2)マッキノン夫妻を囲んで　Talk to MacKinnons

時間　16:30-17:30

MacKinnon夫妻（Alice夫人は共同研究者でありLab Manager）の科学に対する姿勢、人生に触れる。若い研究者・学生の皆さんの質問により進行します。

(3)懇親会　Mixer

時間　18:00-20:30

申し込み：　参加登録は、参加者の氏名・所属・連絡先・懇親会参加の有無を明記の上、電子メールにて下記までお申し込み下さい（定員400人）。マッキノン夫妻に対する質問を公募します。電子メールにてご連絡下さい。
参加費：　無料。懇親会費は当日お支払い下さい（学生2000円、一般6000円）。

お問合せ：　早稲田大学理工学部物理学科木下一彦研究室

〒171－0033 東京都豊島区高田1－17－22

中橋商事ビル新棟2階

Email : mackinnon_talks@k2.phys.waseda.ac.jp
URL: http://www.k2.phys.waseda.ac.jp/mackinnon_talks/

Tel : 03- 5952-5871　FAX : 03-5286- 5952-5877
共催：早稲田大学特別推進研究「一分子生理学による生体分子機械の動作機構の解明」
